性別役割に依拠しない嗜好獲得過程に関する研究
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発達段階において獲得される性別役割に依拠した嗜好は学校教育における学習にも影響を与えている(稲田, 2013). 特に理科教育における物理に関係する科目群は女子児童・生徒にとってはなじみにくい科目(Londa, 1999)となっており理科離れや理系研究者/技術者が少ない遠因となっていると考えられる(河野, 2014). そこでそのような文化的な嗜好の偏りを是正し科学技術人材の育成(文部科学省, 2006, 2011)を促す方策として工作教室における製作体験により性別役割に依拠した役割意識の変容が可能かを調査し, 可能とするためにはどのような効力感の増進等が図れるかをオノマトペ(岡田, 2012)を用いて取り組むことを本研究の目的とする.
工作教室においては女子児童・生徒にとってなじみやすい羊毛フェルトでできた動物の形状をした玩具を製作する. この玩具に相応のインタラクション(感性処理であり(吉川, 2006), 本研究では「利き手でなでる」)を加えることにより玩具の頬部が紅潮する. これは照度センサ(環境の照度を受けて電気抵抗が変わる素子)の電気特性の変化を電子回路で処理することにより頬部に搭載された赤色発光ダイオードが点灯することによる. 動物玩具の羊毛フェルトという外皮は工作教室を受講する女子児童・生徒が保持する標準的な性別役割(表出的役割)に親和的であり, かつその保護者が当該児童・生徒に対してもつ役割期待と整合的である(住田, 2012). すなわち親からの役割期待や同世代の児童・生徒からの同調圧力(ピアプレッシャー) (木村, 2014)を回避できる可能性がある. このことが従来型の女性技術者/研究者の増加の方策である高等学校段階での文理選択をさせる前の理系進学のための潜在的な母集団を増加させるための方法として期待できる. 本研究では特に工作教室に参加する児童・生徒の課題遂行能力, 言い換えるならば言語能力が高くない(濱名, 2000)ものと想定し, オノマトペを用いた言語教示により種々の運動技能(フェルト化作業, グルーガン作業, はんだ付け作業)を習作の製作を通じて体制化させることで最終作品(動物玩具)の製作体験を有能感や没入感とともに経験させることが狙いである. このような下位技能の獲得をともなって言語能力の低さや注意資源の少なさの影響を低減しつつ最終作品の完成を目指している.
フェルト化作業, グルーガン作業, はんだ付け作業は, 運動技能と捉えられ, これらの運動技能は, 他の技能と同様, 認知的段階, 体制化段階, 自動化段階を経て熟達化する(森, 2013). ここで糸から布(フェルト)の形成や物質の相変化に伴う接着過程の理解等は, 特に生活的体験に乏しい児童・生徒においては難しいと考えられる. そこで, これらの技能形成をはかる上で, それらを描写するオノマトペを適用する. たとえば, フェルト化作業であれば, フェルト針(細工あり)の運針動作により糸が絡まり布状になることを利用するが, その際糸同士の摩擦音が発生する. この摩擦音を技能習得段階で発話することで運針動作とフェルト作業の意味を関連させる. また, グルーガン作業では加温された接着剤の粘性等の状態を発話によって意識化させつつ適切な握力とガン先端の位置制御を行うことで技能獲得を促す. さらにはんだ作業では, コテ先端の温度の確認やはんだによる機械的接合を関連させたオノマトペを用い技能の獲得を促す.
本研究に関しては, 平成26年11月に開催された学園祭に来場した児童・生徒による体験教室の実施経過(査読のため削除)を踏まえ, 平成27年5月に実施する体験教室(参加募集定員12名)の結果をもとに報告する予定である. 先行する体験教室では, 児童・生徒は製作体験に強い関心を示し, 自宅でも同様の工作(はんだ付け等)を行ってみたいという感想が得られている. しかしながら性別役割の変容について十分に分析できてはいなかった. そこで科学館での体験教室では先の教室での散発的に受講者が来場する形式とは異なり一斉授業の形式を採ることにより精密なオノマトペによる言語教示が可能となると考えている. 特に玩具製作を意図した児童・生徒の性別役割の状況に焦点化しているものの運動技能や認知技能の確実な獲得から理科(物理)や技術に関する学習が同調圧力に対抗できる嗜好の段階までメタ認知的に内面化できるかが興味を持たれる. そこで, 事前・事後のアンケートでは, 家族・友人を問わず性別役割期待に抗える関心(道具的役割に関する関心)を課題製作を通じて持ち得たかを調べる. 

参照文献
Londa Schiebinger (1999). Has Feminism Changed Science? Harvard University Press. (小川真理子・東川佐枝美・外山浩明 (訳) (2002)『ジェンダーは科学を変える！？―医学・霊長類学から物理学・数学まで』, 東京: 工作舎.)
稲田結美 (2013). 理科学習に対する女子の意識と態度の改善に関する実践的研究―中学校理科「電流」単元を事例として―.『理科教育学研究』, 54, 149-158.
岡田大地・仲谷善雄・武居拓郎 (2012). オノマトペを用いたストリートダンス指導支援環境の提案. 『情報処理学会第74回全国大会論文集』, 609-611.
河野銀子 (2014). 高校における文理選択. 河野銀子・藤田由美子.『教育社会とジェンダー』. 学文社, 108-109.
木村涼子 (2014). 教育とジェンダー. 『教育の社会学』 東京: 放送大学教育振興会, 88-89. 
住田正樹 (2012). 家族と子どもの発達(3)―性役割の学習. 住田正樹.『家庭教育論』 東京: 放送大学教育振興会, 60-61.
濱名陽子 (2000). 幼児教育の社会学・入門. 刈谷剛彦・濱名陽子・木村涼子・酒井郎.『新版教育の社会学 <常識>の問い方, 見直し方』 東京: 有斐閣, 121-126.
森敏昭・岡直樹・中條和光 (2013). 『心理学の世界基礎編2 学習心理学 理論と実践の統合をめざして』 東京: 有斐閣, 88-89.
文部科学省 (2006). 『第3期科学技術基本計画』.
文部科学省 (2011). 『第4期科学技術基本計画』.
吉川榮和・仲谷善雄・下田宏・丹羽雄二 (2006). 『ヒューマンインタフェースの心理と生理』. 東京: コロナ社.

AL AN 5T
e an e

AR5 RIS LRI AN PR 01 57
GBSV S, D13, A1 AR SR SR
R - B 2 L o, WO <10
LA LR €000 O,
DA 501 RO ERELWPURAND AL
VP, 200 DR IR LT LR SRR L9
R MDA R WA AL 018100
BRI 1t AR, DD RO
Eesaronmers,

VAR ORI 2 AR TN T8
EMOBKELERRERINTS, ORG99 2 8
A ), SEI U T B £ 01
AOMESAT 5. <N YRR RERNIEDS
A PRAMORLER RTINS 1230 MR RS REAS
RS A A5 i WK < b AR
ERH A6 - LAY AN
RBTAD, 1> ONRBE SRR L < WA L8
ORELE, WD 12RO - 210
AT 7L 7-) W, I0EMRTS BHRRRG, <0
SRR KRN S VTRRR 0 TN
WO KRN LIRS0 SR A RORNRRS,
RABGETHARAEAS 51 RS, SO L L, /7 A
EABRAL £ AR <1 DS, S0 VR, A
VAN A OS5 AR AROND
MEREBTUARE L LU DS EARLTHT. 20 LRI
ORI Ui RO SRR3R AL
AR AR




